
 

 

1. タイ カプロラクタム社 （ＴＣＬ社）概要 

正式名称：Thai Caprolactam Public Co., Ltd. 

所在地：（本社）タイ王国バンコク市  （工場）タイ王国ラヨン県 

社長：Charunya Phichitkul（チャルニア ピチットクン。宇部興産㈱常務執行役員兼務） 

設立年：１９９０年 

従業員数：４１４人（２００８年１２月末現在） 

出資比率：宇部興産９１％、丸紅グループ７％、その他２％    

業種：カプロラクタム、硫安の製造・販売 

    生産能力：カプロラクタム １１０千ｔ／年、硫安４６０千ｔ／年 

 

2. 本プロジェクトの概要 

1）プロジェクトの名称：タイにおけるカプロラクタム製造プラントのテールガスの触媒式 N 2O 

除去プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）プロジェクトの所在地： 

 タイ王国、ラヨン県、ムアン ラヨン地区、タンボン タポン 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



 

3）地球温暖化防止等への貢献： 

N2Oは温暖化効果が二酸化炭素の310倍と大きいため、案件規模と相俟って、本プロジェ

クト実施を通じて地球環境への貢献を目指します。また、三菱商事は獲得した排出権を地

球温暖化問題に取り組む企業へ販売することで当該国の削減義務目標達成にも貢献す

ると考えています。 

 

4) 宇部興産について 

宇部興産は、タイにカプロラクタムの他に、ナイロン 6 樹脂、ブタジエンゴムの製造拠点を

持ち、3 工場が一体となって環境安全に取り組んで、地域社会との共生を目指しておりま

す。本件は、地域の環境改善に大きく貢献するものと期待しているだけでなく、タイ工業連

盟においても、業界初のパイロットプロジェクトとして、また、日本の最新技術が、環境改

善目的のためにタイへ技術導入する案件であり、大いに注目されています。 

 

5) 三菱商事について 

三菱商事は「市場メカニズムを使った地球環境と経済の共生」の必要性を認識し、排出権

ビジネスに取り組んでおります。CDM に関するノウハウを活用し、以下役割を担っており

ます。 

-国連登録可能な事業(排出権獲得可能な事業)としてプロジェクト設計アドバイス 

-日本政府の承認を取得 

-排出権売買の形でプロジェクト資金の提供 

三菱商事は今後とも全世界での排出権ビジネスを通じ、持続可能な発展という長期的な

観点から地球環境と企業を支えるお手伝いをして参ります。 

以上 

 


